
福
井
県
告
示
第
１
３
９
号

　
社

会
福

祉
士

及
び

介
護

福
祉

士
法

（
昭

和
６

２
年

法
律

第
３

０
号

）
第

４
８

条
の

３
に

規
定

す
る

登
録

喀
痰

吸
引

等
事

業
者

を
登

録
し

た
の

で
、

同
法

第
４

８
条

の
８

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

と
お

り
公

示
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
知

事
　

杉
本

　
達

治

一
１

　
事

業
所

の
名

称

　
　

　
シ

ル
バ

ー
ケ

ア
九

頭
竜

　
２

　
事

業
所

の
所

在
地

　
　

　
勝

山
市

平
泉

町
岩

ヶ
野

第
４

２
号

６
１

番
地

　
３

　
事

業
者

の
名

称

　
　

　
社

会
福

祉
法

人
九

頭
竜

厚
生

事
業

団

　
４

　
登

録
年

月
日

　
　

　
令

和
元

年
８

月
２

７
日

　
５

　
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

　
　

　
介

護
老

人
福

祉
施

設

　
６

　
実

施
す

る
行

為

　
　

　
口

腔
内

の
喀

痰
吸

引

　
　

　
鼻

腔
内

の
喀

痰
吸

引

　
　

　
胃

ろ
う

ま
た

は
腸

ろ
う

に
よ

る
経

管
栄

養

　
７

　
登

録
番

号

　
　

　
１

８
１

１
１

０
２

９
４

二
１

　
事

業
所

の
名

称

　
　

　
シ

ル
バ

ー
ケ

ア
九

頭
竜

　
２

　
事

業
所

の
所

在
地

　
　
　
目
　
　
次
　
　
　

（※

は
、
県
例
規
集
登
載
事
項
）

告
　
示

　
○
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
規
定

　
　
に
よ
る
登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
の
登
録

　
　
（
一
三
九
・
長
寿
福
祉
課
）…

…
…

…
…

…
一

　
○
土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定

　
　
（
一
四
〇
・
土
木
管
理
課
）…

…
…

…
…

…

一

公
　
告

　
○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
（
福
井
農
林

　
　
総
合
事
務
所
）…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

二

　
〇
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
（
同
）…

…
…

三

　
〇
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
（
坂
井
農
林

　
　
総
合
事
務
所
）…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

三

　
○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
（
同
）…

…
…

三

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

　
〇
政
治
団
体
の
設
立
の
届
出
（
六
五
）…

…
…

三

　
〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
に
係
る
届

　
　
出
（
六
六
）…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

四

　
〇
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
（
六
七
）…

…
…

五

　
〇
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出

　
　
（
六
八
）…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

五

人
事
委
員
会
訓
令

　※

福
井
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
一
）…

…
…

…
…

六

公
立
大
学
法
人
福
井
県
立
大
学
公
告

　
〇
公
立
大
学
法
人
福
井
県
立
大
学
　
大
学
案

　
　
内
二
〇
二
一
、
大
学
院
案
内
二
〇
二
一
制

　
　
作
業
務
委
託
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実

　
　
施…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
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告
　
　
　
　
　
示

令 和 元 年

９ 月 ６ 日（ 金 ）

　
　

　
勝

山
市

平
泉

町
岩

ヶ
野

第
４

２
号

６
１

番
地

　
３

　
事

業
者

の
名

称

　
　

　
社

会
福

祉
法

人
九

頭
竜

厚
生

事
業

団

　
４

　
登

録
年

月
日

　
　

　
令

和
元

年
８

月
２

７
日

　
５

　
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

　
　

　
短

期
入

所
生

活
介

護

　
６

　
実

施
す

る
行

為

　
　

　
口

腔
内

の
喀

痰
吸

引

　
　

　
鼻

腔
内

の
喀

痰
吸

引

　
　

　
胃

ろ
う

ま
た

は
腸

ろ
う

に
よ

る
経

管
栄

養

　
７

　
登

録
番

号

　
　

　
１

８
１

１
１

０
２

９
５

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

福
井
県
告
示
第
１
４
０
号

　
土

地
収

用
法

（
昭

和
２

６
年

法
律

第
２

１
９

号
。

以
下

「
法

」
と

い
う

。
）

第
２

０
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

事
業

の
認

定
を

し
た

の
で

、
法

第
２

６
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

と
お

り
告

示
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
知

事
　

杉
本

　
達

治

第
１

　
起

業
者

の
名

称

　
　

ラ
ニ

イ
福

井
貨

物
株

式
会

社

第
２

　
事

業
の

種
類

　
　

ラ
ニ

イ
福

井
貨

物
株

式
会

社
福

井
支

店
移

転
工

　
事

第
３

　
起

業
地

　
１

　
収

用
の

部
分

　
福

井
県

福
井

市
和

田
中

町
１

１
３

字
坊

町
お

よ
び

１
１

４
字

東
長

田
地

内

　
２

　
使

用
の

部
分

　
　

　
な

し

第
４

　
事

業
の

認
定

を
し

た
理

由

　
申

請
に

係
る

事
業

は
、

以
下

の
と

お
り

、
法

第

２
０

条
各

号
の

要
件

を
す

べ
て

充
足

す
る

と
判

断

さ
れ

る
た

め
、

事
業

の
認

定
を

し
た

も
の

で
あ

る

。

　
１

　
法

第
２

０
条

第
１

号
の

要
件

へ
の

適
合

性

　
申

請
に

係
る

事
業

は
、

「
ラ

ニ
イ

福
井

貨
物

株
式

会
社

福
井

支
店

移
転

工
事

」
（

以
下

「
本

件
事

業
」

と
い

う
。

）
の

う
ち

、
上

記
の

起
業

地
に

係
る

部
分

で
あ

る
。

　
本

件
事

業
は

、
一

般
貨

物
自

動
車

運
送

事
業

に
係

る
特

別
積

合
せ

貨
物

運
送

（
以

下
「

特
積

運
送

」
と

い
う

。
）

を
行

う
ラ

ニ
イ

福
井

貨
物

株
式

会
社

の
福

井
支

店
に

係
る

移
転

工
事

で
あ

り
、

法
第

３
条

第
９

号
に

該
当

す
る

。

　
し

た
が

っ
て

、
本

件
事

業
は

、
法

第
２

０
条

第
１

号
の

要
件

を
充

足
す

る
と

判
断

さ
れ

る
。

　
２

　
法

第
２

０
条

第
２

号
の

要
件

へ
の

適
合

性

　
起

業
者

は
、

取
締

役
会

に
お

い
て

、
本

件
事

業
の

実
施

お
よ

び
係

る
費

用
に

対
す

る
財

源
の

確
保

を
決

議
し

て
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
事

業
を

遂
行

す
る

意
思

お
よ

び
経

済
的

能
力

を
有

し
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

。

　
ま

た
、

起
業

者
は

、
本

件
事

業
に

係
る

一
般

貨
物

自
動

車
運

送
事

業
の

事
業

計
画

変
更

認
可

申
請

に
つ

い
て

、
認

可
権

者
で

あ
る

国
土

交
通

省
中

部
運

輸
局

か
ら

、
施

設
の

使
用

権
原

を
証

す
る

書
類

を
除

き
、

変
更

認
可

に
支

障
が

な
い

旨
の

回
答

を
得

て
い

る
こ

と
か

ら
、

事
業

を
遂

行
す

る
実

際
的

能
力

も
有

し
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

。

　
し

た
が

っ
て

、
本

件
事

業
は

、
法

第
２

０
条

第
２

号
の

要
件

を
充

足
す

る
と

判
断

さ
れ

る
。

　
３

　
法

第
２

０
条

第
３

号
の

要
件

へ
の

適
合

性

　
　

⑴
　

得
ら

れ
る

公
共

の
利

益

　
ラ

ニ
イ

福
井

貨
物

株
式

会
社

福
井

支
店

で

は
、

北
陸

、
関

西
、

中
京

お
よ

び
関

東
の

各

方
面

に
８

路
線

の
特

積
運

送
を

行
っ

て
お

り

、
最

大
で

１
日

当
た

り
２

５
便

の
運

送
を

行

う
な

ど
、

福
井

県
内

の
経

済
活

動
お

よ
び

発

展
に

寄
与

し
て

い
る

。

　
し

か
し

、
現

在
の

取
扱

貨
物

量
に

対
し

て
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荷

捌
き

場
等

の
施

設
が

狭
小

で
あ

り
、

特
に

朝
夕

の
貨

物
の

搬
出

入
が

集
中

す
る

時
間

帯

に
お

い
て

は
、

限
ら

れ
た

時
間

内
に

貨
物

の

仕
分

け
お

よ
び

積
載

を
行

う
必

要
が

あ
る

こ

と
か

ら
、

貨
物

破
損

等
の

事
故

が
頻

発
し

て

い
る

。

　
ま

た
、

日
常

的
に

一
定

量
の

集
荷

依
頼

を

断
っ

て
い

る
状

況
も

あ
り

、
不

特
定

多
数

の

荷
主

か
ら

集
荷

し
た

貨
物

を
積

み
合

わ
せ

、

各
都

市
に

設
置

さ
れ

た
事

業
場

間
を

定
期

的

に
運

航
す

る
特

積
運

送
事

業
者

と
し

て
の

役

割
を

果
た

す
こ

と
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

。

　
本

件
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

将
来

の
需

要

増
加

に
も

対
応

で
き

る
広

さ
を

確
保

し
た

荷

捌
き

場
等

の
施

設
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
に

伴

い
、

施
設

内
で

の
貨

物
破

損
等

の
事

故
の

減

少
や

、
取

扱
貨

物
量

の
増

加
に

伴
う

集
荷

依

頼
を

断
る

件
数

の
減

少
が

見
込

ま
れ

る
。

　
さ

ら
に

、
現

在
、

国
土

交
通

省
お

よ
び

経

済
産

業
省

が
実

現
に

向
け

て
準

備
を

進
め

て

い
る

高
速

道
路

で
の

ト
ラ

ッ
ク

隊
列

走
行

に

つ
い

て
、

起
業

者
も

将
来

的
に

導
入

を
検

討

し
て

お
り

、
実

現
す

れ
ば

、
こ

れ
ま

で
以

上

に
不

特
定

多
数

の
荷

主
に

対
し

て
、

高
度

な

物
流

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

可
能

に
な

り
、

福

井
県

内
の

経
済

発
展

に
大

き
く

寄
与

す
る

も

の
と

見
込

ま
れ

る
。

　
し

た
が

っ
て

、
本

件
事

業
の

施
行

に
よ

り

得
ら

れ
る

公
共

の
利

益
は

、
相

当
程

度
存

す

る
と

認
め

ら
れ

る
。

　
　

⑵
  失

わ
れ

る
利

益

　
起

業
地

お
よ

び
そ

の
周

辺
に

お
け

る
環

境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

起
業

者
が

福
井

県

安
全

環
境

部
環

境
政

策
課

に
確

認
し

た
と

こ

ろ
、

環
境

影
響

評
価

法
（

平
成

９
年

法
律

第

８
１

号
）

お
よ

び
福

井
県

環
境

影
響

評
価

条

例
（

平
成

１
１

年
福

井
県

条
例

第
２

号
）

に

基
づ

く
環

境
影

響
評

価
は

必
要

な
い

旨
の

回

答
が

あ
り

、
ま

た
、

起
業

者
が

福
井

県
安

全

環
境

部
自

然
環

境
課

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の

保
存

に
関

す
る

法
律

（
平

成
４

年
法

律
第

７

５
号

）
で

指
定

さ
れ

る
種

の
生

息
は

な
い

旨

の
回

答
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

影
響

は
軽

微

で
あ

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
。

　
埋

蔵
文

化
財

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

起

業
者

が
福

井
市

教
育

委
員

会
に

確
認

し
た

と

こ
ろ

、
文

化
財

保
護

法
（

昭
和

２
５

年
法

律

第
２

１
４

号
）

第
９

５
条

第
１

項
に

基
づ

く

周
知

の
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
「

和
田

中
町

遺

跡
」

に
含

ま
れ

て
い

る
旨

の
回

答
が

あ
っ

た

が
、

同
委

員
会

と
協

議
の

上
、

試
掘

や
記

録

保
存

等
の

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
こ

と
と

し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

埋
蔵

文
化

財
へ

の
影

響

は
軽

微
で

あ
る

と
見

込
ま

れ
る

。
　

　

　
し

た
が

っ
て

、
本

件
事

業
の

施
行

に
よ

り

失
わ

れ
る

利
益

は
軽

微
で

あ
る

と
認

め
ら

れ

る
。

　
　

⑶
  事

業
計

画
の

合
理

性

　
本

件
事

業
に

係
る

起
業

地
の

選
定

に
当

た

っ
て

は
、

候
補

地
３

箇
所

に
つ

い
て

検
討

が

行
わ

れ
て

い
る

。
申

請
案

は
、

既
存

集
落

に

隣
接

し
て

お
ら

ず
、

福
井

市
中

心
部

で
集

配

し
て

き
た

ト
ラ

ッ
ク

が
一

般
国

道
１

５
８

号

か
ら

左
折

し
て

敷
地

に
入

る
た

め
、

交
通

事

故
の

発
生

は
抑

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

福
井

市

中
心

部
と

の
距

離
が

最
も

近
く

、
交

通
利

便

性
も

高
い

こ
と

に
加

え
、

洪
水

に
よ

る
浸

水

の
お

そ
れ

が
な

い
地

域
で

も
あ

る
。

な
お

、

事
業

費
も

最
も

安
価

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

第
２

案
は

、
既

存
集

落
に

隣
接

し
て

お

り
、

福
井

市
中

心
部

で
集

配
し

て
き

た
ト

ラ

ッ
ク

が
一

般
国

道
１

５
８

号
か

ら
右

折
し

て

敷
地

に
入

る
た

め
、

交
通

事
故

が
発

生
す

る

お
そ

れ
が

あ
る

。
ま

た
、

申
請

案
と

比
べ

て

、
福

井
市

中
心

部
と

の
距

離
が

遠
い

こ
と

か

ら
、

交
通

利
便

性
が

低
い

。
ま

た
、

第
３

案

は
、

福
井

市
中

心
部

で
集

配
し

て
き

た
ト

ラ

ッ
ク

が
一

般
国

道
４

１
６

号
か

ら
右

折
し

て

敷
地

に
入

る
た

め
、

交
通

事
故

が
発

生
す

る

お
そ

れ
が

あ
る

。
ま

た
、

福
井

市
中

心
部

と

の
距

離
が

遠
い

こ
と

か
ら

、
交

通
利

便
性

も

低
い

こ
と

に
加

え
、

洪
水

に
よ

る
浸

水
の

お

そ
れ

が
あ

る
地

域
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
社

会

的
、

技
術

的
お

よ
び

経
済

的
な

面
を

総
合

的

に
勘

案
す

る
と

、
申

請
案

が
最

も
合

理
的

で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

。
　

　
以

上
の

こ
と

か
ら

、
本

件
事

業
の

施
行

に

よ
り

得
ら

れ
る

公
共

の
利

益
と

失
わ

れ
る

利

益
を

比
較

衡
量

す
る

と
、

得
ら

れ
る

公
共

の

利
益

は
失

わ
れ

る
利

益
に

優
越

す
る

と
認

め

ら
れ

る
。

　
し

た
が

っ
て

、
本

件
事

業
は

、
土

地
の

適
正

か
つ

合
理

的
な

利
用

に
寄

与
す

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
た

め
、

法
第

２
０

条
第

３
号

の
要

件
を

充
足

す
る

と
判

断
さ

れ
る

。

　
４

　
法

第
２

０
条

第
４

号
の

要
件

へ
の

適
合

性

　
　

⑴
  事

業
を

早
期

に
施

行
す

る
必

要
性

　
３

⑴
で

述
べ

た
よ

う
に

、
荷

捌
き

場
等

の

施
設

が
狭

小
で

あ
る

こ
と

に
起

因
し

た
貨

物

破
損

等
の

事
故

が
頻

発
し

て
お

り
、

日
常

的

に
一

定
量

の
集

荷
依

頼
を

断
っ

て
い

る
状

況

も
あ

り
、

特
積

運
送

事
業

者
と

し
て

の
役

割

を
果

た
す

こ
と

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
。

　
以

上
の

こ
と

か
ら

、
本

件
事

業
を

早
期

に

施
行

す
る

必
要

性
は

高
い

も
の

と
認

め
ら

れ

る
。

⑵
  起

業
地

の
範

囲
お

よ
び

収
用

ま
た

は
使

用

の
別

の
合

理
性

　
本

件
事

業
に

係
る

起
業

地
の

範
囲

は
、

本

件
事

業
の

事
業

計
画

に
必

要
最

小
限

の
範

囲

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

収
用

の
範

囲
は

、
す

べ
て

本
件

事

業
の

用
に

恒
久

的
に

供
さ

れ
る

も
の

で
あ

り

、
し

た
が

っ
て

、
使

用
の

範
囲

は
な

い
こ

と

か
ら

、
収

用
ま

た
は

使
用

の
範

囲
の

別
に

つ

い
て

も
合

理
的

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
。

　
し

た
が

っ
て

、
本

件
事

業
は

、
土

地
を

収
用

し
、

ま
た

は
使

用
す

る
公

益
上

の
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

た
め

、
法

第
２

０
条

第
４

号
の

要
件

を
充

足
す

る
と

判
断

さ
れ

る
。

　
５

　
結

論

　
以

上
の

と
お

り
、

本
件

事
業

は
、

法
第

２
０

条
各

号
の

要
件

を
す

べ
て

充
足

す
る

と
判

断
さ

れ
る

。

第
５

　
法

第
２

６
条

の
２

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
図

面
の

縦
覧

場
所

　
　

福
井

市
役

所
都

市
戦

略
部

都
市

計
画

課

　
社

江
守

土
地

改
良

区
か

ら
、

土
地

改
良

法
（

昭
和

２
４

年
法

律
第

１
９

５
号

）
第

１
８

条
第

１
７

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

者
が

令
和

元
年

８
月

１
９

日
に

役
員

を
退

任
し

た
旨

の
届

出
が

あ
っ

た
の

で
、

同
条

第
１

８
項

の
規

定
に

よ
り

公
告

す
る

｡

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
知

事
　

杉
本

　
達

治

役
員

名
　

氏
　

　
　

名
　

　
　

住
　

　
　

所
　

理
　

事
　

廣
瀬

　
直

和
　

　
福

井
市

江
守

中
１

丁
目

808

　
〃

　
　

山
﨑

治
左

衛
門

　
福

井
市

南
江

守
町

6
-1

4

　
〃

　
　

尾
竹

　
敏

明
　

　
福

井
市

西
谷

町
1
2
-3

5

　
〃

　
　

東
　

　
守

　
　

　
福

井
市

別
所

町
1
0
-4

　
〃

　
　

田
端

　
良

市
　

　
福

井
市

舞
屋

町
1
2
-3

0
6

　
〃

　
　

齊
木

　
昭

彦
　

　
福

井
市

種
池

1丁
目

1610

　
〃

　
　

野
村

　
昭

一
　

　
福

井
市

花
堂

北
2丁

目
19-3

　
〃

　
　

辻
　

　
正

一
　

　
福

井
市

大
町

9
-1

5

　
〃

　
　

上
田

　
耕

司
　

　
福

井
市

下
六

条
町

34-12

公
　
　
　
　
　
告
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監
　

事
　

辻
　

　
義

則
　

　
福

井
市

大
町

1
9
-2

0
　

　
〃

　
　

山
﨑

　
巖

　
　

　
福

井
市

西
谷

町
1
3
-2

　
〃

　
　

伊
川

　
憲

邦
　

　
福

井
市

南
江

守
町

13-22

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
社

江
守

土
地

改
良

区
か

ら
、

土
地

改
良

法
（

昭
和

２
４

年
法

律
第

１
９

５
号

）
第

１
８

条
第

１
７

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

者
が

令
和

元
年

８
月

２
０

日
に

役
員

に
就

任
し

た
旨

の
届

出
が

あ
っ

た
の

で
、

同
条

第
１

８
項

の
規

定
に

よ
り

公
告

す
る

。
　

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
知

事
　

杉
本

　
達

治

役
員

名
　

氏
　

　
　

名
　

　
　

住
　

　
　

所
 　

　

理
　

事
　

廣
瀬

　
直

和
　

　
福

井
市

江
守

中
１

丁
目

808

　
〃

　
　

竹
内

　
敏

也
　

　
福

井
市

南
江

守
町

52-31

　
〃

　
　

辻
　

　
義

則
　

　
福

井
市

大
町

1
9
-2

0

　
〃

　
　

尾
竹

　
敏

明
　

　
福

井
市

西
谷

町
1
2
-3

5

　
〃

　
　

東
　

　
守

　
　

　
福

井
市

別
所

町
1
0
-4

　
〃

　
　

野
村

　
昭

一
　

　
福

井
市

花
堂

北
2丁

目
19-3

　
〃

　
　

向
坂

　
浩

治
　

　
福

井
市

舞
屋

町
9
-3

1
5

　
〃

　
　

坪
川

　
幸

一
　

　
福

井
市

種
池

１
丁

目
301

　
〃

　
　

上
當

　
敏

史
　

　
福

井
市

下
六

条
町

22-24

監
　

事
　

山
﨑

　
巖

　
　

　
福

井
市

西
谷

町
1
3
-2

　
〃

　
　

伊
川

　
憲

邦
　

　
福

井
市

南
江

守
町

13-22

　
〃

　
　

齊
川

　
公

一
　

　
福

井
市

下
六

条
町

9
-2

0

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
坂

井
北

部
土

地
改

良
区

か
ら

、
土

地
改

良
法

（
昭

和
２

４
年

法
律

第
１

９
５

号
）

第
１

８
条

第
１

７
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

の
者

が
令

和
元

年
７

月
２

９
日

に
役

員
を

退
任

し
た

旨
の

届
出

が
あ

っ
た

の
で

、
同

条
第

１
８

項
の

規
定

に
よ

り
公

告
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
知

事
　

杉
本

　
達

治

役
員

名
　

氏
　

　
　

名
　

　
　

住
　

　
　

所

理
　

事
　

齊
藤

　
惠

治
　

　
坂

井
市

三
国

町
池

上
26-10

　
〃

　
　

西
尾

　
貢

　
　

　
　

〃
　

三
国

町
加

戸
100-15

　
〃

　
　

増
田

　
郁

雄
　

　
　

〃
　

三
国

町
平

山
56-2

　
〃

　
　

八
木

　
仁

司
　

　
　

〃
　

三
国

町
西

谷
9-5-1

監
　

事
　

西
尾

　
勝

治
　

　
　

〃
　

三
国

町
浜

地
32-25

理
　

事
　

桑
島

　
健

　
　

　
あ

わ
ら

市
井

江
葭

73-2-25

　
〃

　
　

坂
井

　
幹

夫
　

　
　

〃
　

 牛
山

1
4
-8

　
〃

　
　

北
浦

　
博

憲
　

　
　

〃
　

 北
潟

2
8
-1

3
-1

　
〃

　
　

加
藤

　
利

夫
　

　
　

〃
　

 北
潟

1
2
8
-1

5
-2

　
〃

　
　

北
出

　
儀

明
　

　
　

〃
　

 波
松

1
0
-1

2
-乙

監
　

事
　

朝
倉

　
邦

男
　

　
　

〃
　

 城
6
-5

理
　

事
　

大
宮

　
正

裕
　

　
　

〃
　

 花
乃

杜
1丁

目
3-21

　
〃

　
　

山
口

　
義

雄
　

　
　

〃
　

 柿
原

4
3
-8

　
〃

　
　

亀
田

　
和

幸
　

　
　

〃
　

 細
呂

木
2
6
-1

2

　
〃

　
　

幸
川

　
與

一
　

　
　

〃
　

 滝
2
2
-5

　
〃

　
　

平
田

　
哲

吾
　

　
　

〃
　

 山
室

5
-1

3

監
　

事
　

出
口

　
茂

利
　

　
　

〃
　

 山
十

楽
8
-1

9
-1

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
坂

井
北

部
土

地
改

良
区

か
ら

、
土

地
改

良
法

（
昭

和
２

４
年

法
律

第
１

９
５

号
）

第
１

８
条

第
１

７
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

の
者

が
令

和
元

年
７

月
３

０
日

に
役

員
に

就
任

し
た

旨
の

届
出

が
あ

っ
た

の
で

、
同

条
第

１
８

項
の

規
定

に
よ

り
公

告
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
知

事
　

杉
本

　
達

治

役
員

名
　

氏
　

　
　

名
　

　
　

住
　

　
　

所

理
　

事
　

齊
藤

　
惠

治
　

　
坂

井
市

三
国

町
池

上
26-10

　
〃

　
　

辻
　

　
冨

美
雄

　
　

〃
　

三
国

町
加

戸
56-13

　
〃

　
　

平
野

長
右

ェ
門

　
　

〃
　

三
国

町
嵩

3
6
-8

　
〃

　
　

増
田

　
郁

雄
　

　
　

〃
　

三
国

町
平

山
56-2

監
　

事
　

西
尾

　
勝

治
　

　
　

〃
　

三
国

町
浜

地
32-25

理
　

事
　

辻
村

　
文

雄
　

　
あ

わ
ら

市
井

江
葭

19-32

　
〃

　
　

寺
下

　
堅

司
　

　
　

 〃
  　

二
面

1
4
-8

2

　
〃

　
　

北
浦

　
博

憲
　

　
　

 〃
  　

北
潟

2
8
-1

3
-1

　
〃

　
　

加
藤

　
利

夫
　

　
　

 〃
  　

北
潟

1
2
8
-1

5
-2

　
〃

　
　

朝
倉

　
邦

男
　

　
　

 〃
  　

城
6
-5

監
　

事
　

谷
川

　
光

雄
　

　
　

 〃
  　

波
松

2
8
-8

1

理
　

事
　

渡
邊

　
正

春
　

　
　

 〃
  　

菅
野

2
6
-1

1

　
〃

　
　

朝
倉

　
忠

司
　

　
　

 〃
  　

清
王

1
3
-4

　
〃

　
　

伊
藤

　
和

弘
　

　
　

 〃
  　

指
中

1
6
-1

6

　
〃

　
　

長
谷

川
利

三
　

　
　

 〃
  　

青
ノ

木
1
6
-1

9

　
〃

　
　

平
田

　
哲

吾
　

　
　

 〃
  　

山
室

5
-1

3

監
　

事
　

佐
藤

　
清

美
　

　
　

 〃
  　

柿
原

4
2
-2

3

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
６
５
号

　
政

治
資

金
規

正
法

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
１

９
４

号
）

第
６

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
政

治
団

体
の

設
立

の
届

出
が

あ
っ

た
の

で
、

同
法

第
７

条
の

２
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

の
と

お
り

告
示

す
る

。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
選

挙
管

理
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
委

員
長

　
金

井
　

亨

選
挙
管
理
委
員
会
告
示
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届
　

出

年
月

日

令
和

元
年

７
月

3
1
日

令
和

元
年

８
月

８
日

自
由

民
主

党
福

井
県

勝
山

市
第

一
支

部

自
由

民
主

党
福

井
県

鯖
江

市
第

三
支

部

田
中

　
三

津
彦

山
本

　
建

島
田

　
義

洋

五
十

嵐
　

正
樹

勝
山

市
北

郷
町

東
野

１
７

－
３

１

鯖
江

市
水

落
町

１
丁

目
５

－
３

２
－

５

政
治

団
体

の
名

称
代

表
者

の
氏

名
会

計
責

任
者

の

氏
　

　
　

　
名

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

（
政

党
の

支
部

）

（
１

以
上

の
市

町
村

等
の

区
域

を
単

位
と

し
て

設
け

ら
れ

る
支

部
）

届
　

出

年
月

日

令
和

元
年

７
月

2
6
日

黒
川

浩
一

後
援

会
野

坂
　

正
義

黒
川

　
登

美
子

福
井

市
成

和
１

丁
目

１
１

２
０

政
治

団
体

の
名

称
代

表
者

の
氏

名
会

計
責

任
者

の

氏
　

　
　

　
名

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

（
そ

の
他

の
政

治
団

体
）

（
国

会
議

員
関

係
政

治
団

体
以

外
の

政
治

団
体

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
６
６
号

　
政

治
資

金
規

正
法

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
１

９
４

号
）

第
７

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
政

治
団

体
の

届
出

事
項

の
異

動
に

係
る

届
出

が
あ

っ
た

の
で

、
同

法
第

７
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

と
お

り
告

示
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
選

挙
管

理
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
委

員
長

　
金

井
　

亨

異
　

　
動

年
 月

 日

平
成

3
1
年

３
月

2
5
日

令
和

元
年

５
月

１
日

令
和

元
年

６
月

2
0
日

令
和

元
年

６
月

2
0
日

令
和

元
年

７
月

１
日

稲
田

朋
美

和
田

地
区

後

援
会

斉
木

武
志

後
援

会

自
由

民
主

党
福

井
県

歯

科
医

師
支

部

福
井

県
歯

科
医

師
連

盟

自
由

民
主

党
福

井
県

ビ

ル
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
支

部

南
出

　
吉

彦

斉
木

　
武

志

山
本

　
有

一
郎

山
本

　
有

一
郎

木
下

　
雅

俊

野
村

　
栄

次

鎌
田

　
親

彦

山
本

　
有

一
郎

山
本

　
有

一
郎

下
中

　
拓

哉

松
井

　
玲

子

松
田

　
耕

治

齊
藤

　
愛

夫

齊
藤

　
愛

夫

長
谷

川
　

朋
弘

会
計

責
任

者

会
計

責
任

者

代
表

者

代
表

者

会
計

責
任

者

政
治

団
体

の
名

称
代

表
者

の
氏

名
異

 動
 事

 項
異

  動
  内

  容

新
旧
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令
和

元
年

７
月

１
日

令
和

元
年

７
月

1
1
日

令
和

元
年

７
月

1
2
日

令
和

元
年

７
月

1
8
日

令
和

元
年

７
月

2
4
日

日
本

薬
業

政
治

連
盟

福

井
県

支
部

三
國

真
弓

後
援

会

西
川

一
誠

後
援

会
連

合

会八
木

秀
雄

後
援

会

た
き

な
み

宏
文

大
野

後

援
会

師
田

　
泰

伸

三
國

　
雅

洋

勝
木

　
健

俊

山
下

　
英

治

稲
山

　
幹

夫

師
田

　
泰

伸

三
國

真
弓

後
援

会

橋
本

　
浩

山
下

　
英

治

大
野

市
中

野
町

１
－

５
－

６

小
笠

原
　

良
一

は
っ

と
り

ま
ゆ

み
後

援
会

佐
々

木
　

博

齊
藤

　
愛

夫

大
野

市
友

江
１

２
－

７
－

１

代
表

者

名
称

会
計

責
任

者

代
表

者

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
６
７
号

　
政

治
資

金
規

正
法

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
１

９
４

号
）

第
１

７
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

政
治

団
体

の
解

散
の

届
出

が
あ

っ
た

の
で

、
同

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

の
と

お
り

告
示

す
る

。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
選

挙
管

理
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
委

員
長

　
金

井
　

亨

解
散

年
月

日

令
和

元
年

6
月

3
0
日

令
和

元
年

6
月

3
0
日

令
和

元
年

7
月

1
4
日

令
和

元
年

7
月

1
4
日

令
和

元
年

7
月

2
4
日

令
和

元
年

7
月

2
5
日

令
和

元
年

7
月

2
5
日

令
和

元
年

8
月

2
日

令
和

元
年

8
月

2
日

紀
翔

会

中
村

紀
明

後
援

会

「
敦

賀
を

明
る

く
照

ら
す

会
」

「
北

條
正

」
後

援
会

西
川

一
誠

後
援

会
連

合
会

石
井

み
ど

り
福

井
県

後
援

会

西
村

ま
さ

み
福

井
県

後
援

会

三
誠

会

別
所

お
さ

む
後

援
会

竹
中

　
善

一

川
上

　
究

川
口

　
恭

一

北
條

　
正

勝
木

　
健

俊

齊
藤

　
愛

夫

齊
藤

　
愛

夫

別
所

　
治

鈴
木

　
勝

政
治

団
体

の
名

称
代

表
者

の
氏

名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
６
８
号

　
政

治
資

金
規

正
法

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
１

９
４

号
）

第
１

９
条

第
３

項
第

２
号

の
規

定
に

よ
り

、
資

金
管

理
団

体
で

な
く

な
っ

た
旨

の
届

出
が

あ
っ

た
の

で
、

同
法

第
１

９
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

と
お

り
告

示
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
選

挙
管

理
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
委

員
長

　
金

井
　

亨



４
条

の
次

に
次

の
２

条
を

加
え

る
。

　
（

次
長

ま
た

は
次

長
補

佐
の

専
決

事
項

）

第
５

条
　

次
長

ま
た

は
次

長
補

佐
の

専
決

事
項

に
つ

い
て

は
、

福
井

県
事

務
決

裁
規

程
別

表
の

課
長

専

決
事

項
ま

た
は

課
長

補
佐

専
決

事
項

の
例

に
よ

る

。

　
（

重
要

事
項

等
の

専
決

の
制

限
）

第
６

条
　

専
決

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
者

は
、

専
決

事
項

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き

は
、

前
２

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
人

事
委

員

会
の

議
決

ま
た

は
上

司
の

決
裁

を
受

け
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。

⑴
　

事
案

の
内

容
が

特
に

重
要

で
あ

る
と

認
め

ら

れ
る

と
き

。

⑵
　

取
扱

上
異

例
に

属
し

、
ま

た
は

先
例

に
な

る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

。

⑶
　

疑
義

ま
た

は
重

大
な

紛
争

が
あ

る
と

き
、

ま

た
は

処
理

の
結

果
重

大
な

紛
争

を
生

ず
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

。

⑷
　

あ
ら

か
じ

め
そ

の
処

理
に

つ
い

て
、

特
に

人

事
委

員
会

ま
た

は
上

司
の

指
示

を
受

け
た

と
き

。

　
　

　
附
　
則

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
元

年
９

月
６

日
か

ら
施

行
す

る
。

　
公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
　

大
学

案
内

２
０

２
１

、
大

学
院

案
内

２
０

２
１

制
作

業
務

に
つ

い
て

、
提

案
書

の
提

出
を

求
め

る
の

で
、

次
の

と
お

り
公

告
す

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

公
立

大
学

法
人

福
井

県
立

大
学

　
　

　
　

　
　

　
理

事
長

　
山

田
　

賢
一

１
　

提
案

書
の

提
出

に
係

る
事

項

　
⑴

　
業

務
名

福
井
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
１
号

　
福

井
県

人
事

委
員

会
事

務
局

処
務

規
程

の
一

部
を

改
正

す
る

訓
令

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

　
　

令
和

元
年

９
月

６
日

　
　

　
　

　
　

福
井

県
人

事
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
委

員
長

　
野

村
　

直
之

福
井

県
人

事
委

員
会

事
務

局
処

務
規

程
の

一

部
を

改
正

す
る

訓
令

　
福

井
県

人
事

委
員

会
事

務
局

処
務

規
程

（
昭

和
４

４
年

福
井

県
人

事
委

員
会

訓
令

第
１

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
第

２
条

第
３

項
中

「
行

な
う

」
を

「
行

う
」

に
改

め
る

。

　
第

４
条

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

　
（

事
務

局
長

の
専

決
事

項
）

第
４

条
　

事
務

局
長

の
専

決
事

項
は

、
地

方
公

務
員

法
（

昭
和

２
５

年
法

律
第

２
６

１
号

）
第

５
８

条

第
５

項
の

規
定

に
よ

る
労

働
基

準
監

督
機

関
の

職

権
の

行
使

の
う

ち
軽

易
か

つ
定

例
的

な
事

項
に

関

す
る

こ
と

と
す

る
。

２
　

前
項

に
規

定
す

る
も

の
の

ほ
か

、
事

務
局

長
の

専
決

事
項

に
つ

い
て

は
、

福
井

県
事

務
決

裁
規

程

（
昭

和
５

０
年

福
井

県
訓

令
第

３
号

）
別

表
の

副

部
長

専
決

事
項

の
例

に
よ

る
。

　
第

７
条

を
第

９
条

と
し

、
第

６
条

を
第

８
条

と
し

、
第

５
条

中
「

次
長

ま
た

は
次

長
補

佐
」

を
「

専
決

し
た

者
」

に
改

め
、

「
特

に
」

の
次

に
「

人
事

委
員

会
ま

た
は

」
を

、
「

整
理

し
て

」
の

次
に

「
人

事
委

員
会

ま
た

は
」

を
加

え
、

同
条

を
第

７
条

と
し

、
第
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人
事
委
員
会
訓
令

公
立
大
学
法
人
福
井
県
立
大
学
公
告

資
金

管
理

団
体

の
届

出

を
し

た
者

の
氏

名

北
條

　
正

別
所

　
治

「
北

條
正

」
後

援
会

三
誠

会

令
和

元
年

7
月

1
4
日

令
和

元
年

8
月

2
日

資
金

管
理

団
体

で
な

く
な

っ
た

年
月

日
資

金
管

理
団

体
の

名
称

　
公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
　

大
学

案
内

２
０

２
１

、
大

学
院

案
内

２
０

２
１

制
作

業
務

　
⑵

　
契

約
期

間

　
契

約
締

結
日

か
ら

令
和

２
年

４
月

３
０

日
ま

で

　
⑶

　
業

務
内

容

　
公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
　

大
学

案
内

２
０

２
１

、
大

学
院

案
内

２
０

２
１

制
作

業
務

委
託

公
募

型
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
実

施
要

領
（

以
下

「
実

施
要

領
」

と
い

う
。

）
に

よ
る

。

　
⑷

　
提

案
上

限
金

額

　
７

，
８

０
０

，
０

０
０

円
（

消
費

税
お

よ
び

地
方

消
費

税
を

除
く

。
）

２
　

提
案

書
を

提
出

で
き

る
者

に
必

要
な

資
格

　
提

案
書

を
提

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
者

は
、

公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
契

約
事

務
取

扱
細

則

（
平

成
１

９
年

公
立

大
学

法
人

福
井

県
立

大
学

細

則
第

１
７

号
）

第
４

条
に

基
づ

き
事

務
局

長
が

定

め
る

競
争

参
加

の
資

格
を

有
す

る
者

で
、

次
に

掲

げ
る

条
件

を
す

べ
て

満
た

す
者

と
す

る
。

⑴
　

地
方

自
治

法
施

行
令

（
昭

和
２

２
年

政
令

第

１
６

号
）

第
１

６
７

条
の

４
に

規
定

す
る

者
で

な
い

こ
と

。

⑵
　

受
審

資
格

認
定

の
日

に
お

い
て

現
に

福
井

県

の
指

名
停

止
措

置
を

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

⑶
　

会
社

更
生

法
（

平
成

１
４

年
法

律
第

１
５

４

号
）

に
基

づ
く

更
生

手
続

開
始

の
申

立
て

お
よ

び
民

事
再

生
法

（
平

成
１

１
年

法
律

第
２

２
５

号
）

に
基

づ
く

再
生

手
続

開
始

の
申

立
て

が
な

さ
れ

て
い

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。

⑷
　

福
井

県
内

に
本

社
ま

た
は

支
店

等
の

制
作

拠

点
が

あ
る

者
で

あ
る

こ
と

。

⑸
　

次
の

ア
か

ら
オ

ま
で

の
い

ず
れ

に
も

該
当

し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。

ア
　

役
員

等
（

個
人

で
あ

る
場

合
に

は
そ

の
者

を
、

法
人

で
あ

る
場

合
に

は
そ

の
役

員
ま

た
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は
そ

の
支

店
も

し
く

は
常

時
契

約
を

締
結

す

る
事

務
所

を
代

表
す

る
者

を
い

う
。

以
下

同

じ
。

）
が

暴
力

団
員

（
暴

力
団

員
に

よ
る

不

当
な

行
為

の
防

止
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成

３
年

法
律

第
７

７
号

）
第

２
条

第
６

号
に

規

定
す

る
暴

力
団

員
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）

で
あ

る
者

イ
　

暴
力

団
（

暴
力

団
員

に
よ

る
不

当
な

行
為

の
防

止
等

に
関

す
る

法
律

第
２

条
第

２
号

に

規
定

す
る

暴
力

団
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）

ま
た

は
暴

力
団

員
が

経
営

に
実

質
的

に
関

与

し
て

い
る

者

ウ
　

役
員

等
が

自
己

、
自

社
も

し
く

は
第

三
者

の
不

正
の

利
益

を
図

る
目

的
ま

た
は

第
三

者

に
損

害
を

加
え

る
目

的
を

も
っ

て
、

暴
力

団

ま
た

は
暴

力
団

員
の

利
用

等
を

し
て

い
る

者

エ
　

役
員

等
が

、
暴

力
団

も
し

く
は

暴
力

団
員

に
対

し
て

資
金

等
を

供
給

し
、

ま
た

は
便

宜

を
供

給
す

る
な

ど
直

接
的

も
し

く
は

積
極

的

に
暴

力
団

の
維

持
運

営
に

協
力

し
、

ま
た

は

関
与

し
て

い
る

者

オ
　

役
員

等
が

暴
力

団
ま

た
は

暴
力

団
員

と
社

会
的

に
非

難
さ

れ
る

べ
き

関
係

を
有

し
て

い

る
者

⑹
　

平
成

２
６

年
度

以
降

に
お

い
て

、
本

学
が

令

和
元

年
６

月
に

発
行

し
た

大
学

案
内

２
０

２
０

に
相

当
す

る
頁

物
の

印
刷

物
を

制
作

（
企

画
お

よ
び

デ
ザ

イ
ン

を
含

む
。

）
し

た
実

績
を

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

⑺
　

こ
の

業
務

の
実

施
に

つ
い

て
、

そ
の

体
制

が

十
分

で
あ

り
、

迅
速

か
つ

円
滑

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

認
め

ら
れ

る
者

で
あ

る
こ

と
。

３
　

実
施

要
領

の
交

付
等

に
関

す
る

事
項

⑴
　

実
施

要
領

の
交

付
場

所
、

契
約

条
項

を
示

す

場
所

の
名

称
お

よ
び

所
在

地
な

ら
び

に
こ

の
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
に

関
す

る
問

合
せ

先

　
　

　
〒

９
１

０
－

１
１

９
５

　
福

井
県

吉
田

郡
永

平
寺

町
松

岡
兼

定
島

４
－

１
－

１

　
　

　
公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
企

画
広

報
室

　
　

　
電

話
　

０
７

７
６

－
６

１
－

６
０

０
０

⑵
　

実
施

要
領

の
交

付
は

上
記

の
場

所
で

行
う

ほ

か
、

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
。

４
　

受
審

資
格

の
確

認
に

関
す

る
事

項

⑴
　

提
案

書
の

提
出

を
し

よ
う

と
す

る
者

は
、

所

定
の

参
加

申
込

書
に

必
要

書
類

を
添

え
て

受
審

資
格

の
確

認
の

申
請

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

　
⑵

　
参

加
申

込
書

の
提

出
期

限

　
　

　
令

和
元

年
９

月
１

８
日

（
水

）
１

６
時

　
⑶

　
参

加
申

込
書

の
提

出
方

法

　
持

参
ま

た
は

郵
送

す
る

こ
と

（
郵

送
の

場
合

は
提

出
期

限
ま

で
に

到
着

す
る

こ
と

。
）

。

　
⑷

　
参

加
申

込
書

の
提

出
先

　
　

　
３

⑴
に

同
じ

５
　

審
査

会
の

実
施

に
関

す
る

事
項

　
⑴

　
日

時

　
　

　
令

和
元

年
１

０
月

１
１

日
（

金
）

　
な

お
、

各
社

の
時

間
割

に
つ

い
て

は
別

途
通

知
す

る
。

　
⑵

　
場

所

　
公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
永

平
寺

キ
ャ

ン
パ

ス
本

部
棟

６
　

受
託

予
定

者
の

選
定

に
関

す
る

事
項

　
５

の
審

査
会

の
審

査
に

お
い

て
、

最
も

優
れ

た

提
案

を
行

っ
た

と
認

め
ら

れ
た

者
を

受
託

予
定

者

と
す

る
。

７
　

そ
の

他

　
⑴

　
提

案
資

格
の

喪
失

　
　

　
実

施
要

領
に

よ
る

。

　
⑵

　
契

約
書

作
成

の
可

否

　
　

　
要

　
⑶

　
契

約
保

証
金

　
公

立
大

学
法

人
福

井
県

立
大

学
契

約
事

務
取

扱
細

則
第

３
８

条
の

規
定

に
よ

る
。

⑷
　

暴
力

団
員

等
に

よ
る

不
当

介
入

を
受

け
た

場

合
の

措
置

ア
　

受
注

者
は

、
福

井
県

暴
力

団
排

除
条

例
（

平
成

２
２

年
福

井
県

条
例

第
３

１
号

）
第

５

条
第

２
項

の
規

定
の

趣
旨

に
の

っ
と

り
、

暴

力
団

員
ま

た
は

暴
力

団
も

し
く

は
暴

力
団

員

と
密

接
な

関
係

を
有

す
る

者
に

よ
る

不
当

介

入
を

受
け

た
と

き
は

、
速

や
か

に
所

轄
の

警

察
署

に
届

出
を

行
う

と
と

も
に

、
捜

査
上

必

要
な

協
力

を
行

う
こ

と
。

イ
　

ア
に

よ
り

警
察

署
に

届
け

出
た

と
き

は
、

そ
の

旨
を

速
や

か
に

本
学

に
報

告
す

る
こ

と

。

⑸
　

こ
の

公
告

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

こ
の

提

案
書

の
提

出
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
実

施
要

領
に

よ
る

。
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